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分数関数・無理関数
じ解答は 「解説と解答」p.4

〔「数学βの完全整埋」p.8～13参照〕第1構座

数学IHI

■ この講座 のね らい■

1.分 数関数に慣れる。

2.分 数関数を通 しての平行移動 ・対称移動

3.曲 線の漸近線

4.無 理関数と2次 関数の関係

5.無 理関数を通しての平行移動 ・対称移動

次の和 北 答え良

0ノ
北 学

は ノ宅 守
を打軸窃 向に□ ,ノ 軸の加 に□ 所 移動 したものである。

(川崎医大)

(2)2点 (2,3),(3,2)を結ぶ線分とダ=V鉛 +3の グラフ (物>0)が 交わるような物の範囲は

□ ≦物≦匡王]で ある。                                 (金沢医大)

●解答へのハp¥邪忙及卯C角 解法のFtガ応

料 試 卜堵 土 料 試
よって,平 行移動の定義から, 打軸の方向に

〔   〕平行移動したものである。

国

(2)ノ=V夕物 +3の グラフを,端 点 (2,3)

と (3,2)を通るときを考える。

〕≧7〔   〕・物+3

〕≦7〔   〕・物+3

〕
≦物≦

〔    〕

←斜 =Aキ論
の形に変形する。ここで,A,β

は定数である。

卜甲

〔   〕, ノ軸の方向に

(順に)〔    〕,〔

〔

〔

. ・. 〔 ……固

japan
日付印 (青)



ミ 額
関数 炉 争 幸

… ① に求 ,次の陣 北 答え良

(1)① は
2万-1=治

十Bの ように変形できる。定数A,ど の値を求めよ。

修)① のグラフを妙 平面上にかけ。

(3)① のグラフと直線ノ=3お よびノ=-3と の交点の打座標を順に打1,労2とする。打1と打2の値を求めよ。

的 不等式
1祭 | < 3を

みたす方の値の範囲都 めよ。     保 琳 大―飼

●解答へのハ解 ruC角

2(打―〔 〕)十〔
〓加一周

打
~ 1

=甲 ・

固 A =〔 B=〔

２

003=甲 I

O-3=甲 I

・・・ 〔   〕打=4

よって, ( i ) , ( i l )から,

打1 =〔

(4)① と与不等式から

|ノ|<〔

よって,(2)のグラフ

一十　

　

一一　

　

十一
　

　

〓

］
周
一

中
一周
　
一

〕

〕

〕

〕

L項

〕<ノ<〔

〕<ガ

……固

らカＧ

夕ｒ

Ｌ

＞
一　
　
＜

・・・ 〔

}〔

２

……固

解法のPOi応

←     2

打-1) 2ガ王五
2打-2

1

十
　
　
鉛
‐
‐
‐

コ
ー

ユ
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ー

‐一巾　　　　　　　一
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分数関数・無理関数

2つの関数 ノ=レ ]-7打一レ],ノ=筋 -1を 打≧0において考える。ただし,[ガ]はィをこえな

い最大の整数 (すなわち 物≦打<物 +1を みたす整数物)を 表す記号である。

(1)ノ=防]-7労一防]のグラフの 0≦打<4の 部分をかけ。

(2)打≧0において, 2つの関数のグラフの交点が1個であるようなαの値の範囲を求めよ。

(3)打≧0において, 2つの関数のグラフの交点が%個 (%≧2)であるようなαの値の範囲を求めよ。

(慶大一経済)

●解答へのハ例労αttC角

のとき,  ノ=〔

のとき,  ノ=〔

のとき,  ノ=〔

のとき,  ノ=〔

i 1  2  3  4

〕-7ガー〔   〕

〕-7打―〔   〕

〕-7労―〔   〕

〕-7打一〔   〕

〕,〔    〕<α≦〔

〕,〔    〕<α≦〔
なαの値の範囲は

〔     〕<α≦〔

( 1 ) のグラフから

……固

……固

0≦打<1

1≦労<2

2≦打<3

3≦打<4

圏     g

3

2

1

0

-1

(2)ノ =筋 -1

僧)交 ′点が 2個

交点が 3個

一般に,交

〔

らカ

　

コ

るあで協
　
Ｘ

力

　

　

α

き傾

「
ナ

ぬ
ソ通

ｒ
に

を

　
　
≦
一

ヽ
ノ

　

　

α

一．
　
Ｘ

０ま

　

ｒ
ｔ

ワヽ
　
「
Ｌ
メ

項

Ｈ

独

―

―

腋
く

ｒ封
■
ノ
・―■
　
静
　
レヽ
ガ

解法のP化対応
←I=れ 十 サ

(ガま整数, 0≦′<1)くのとき:

[・]―V・一[・]
=″―V%十ナータ
=れ一√サ

%≦打<%+1の とき:

夕=[打]一V打一[打]
のグラフは

(角+1,角-1)

３



(C解答は 「解説と解答」p.6)

ノ=~2労 -1の グラフを打軸方向に 夕,ノ 軸方向に?だ け平行移動したも

のが関数 ノ=考 のグラフになるとき,ク,?お よび々の値を求めよ。

座標は匡コ である。

方程式
亨牟丁

=拷 ・れ 鋤

解はc個である (ただし,あ,

(東京理大)

は た=α のとき解はあ個,0<拷 <α のとき

cは 0で ない)。α,あ,cの 値を求めよ。

(関西医大)

‖inf5

囲メ=覇毛声βはノ=キを打
軸の方向にα,ノ 軸の方向にβ

だけ平行移動したもの。

□ 夕千洗 十βの漸近線は

イ=α,ノ=β である。

□ 筋2+筋十c=0(αキ0)の解

が実数であるための必要十分条

件は

ぅ2_4αc≧0

圏 α> 0 ,あ> 0の とき,

響
≧筋

等号はα=み で成立。

固  (タ
ー 1)ガ

2_(ノ
+1)万 十ノ+1

=0の ィの実数解条件。

□ α> 1 ,あ> 1のとき,

α>めぐ=⇒ α2>ぁ2

日 万 =ナ とおき,微分法を利用

する。

□ ここでの2点は異なる2点と

する。

団
 歩元誇

=々 とおくと

んメ十″+2拷-1=0

の方の実数解条件。

(独協医大)

α,あ を定数 として曲線 ノ=筋 十う

き,α=匡ヨ,あ=匡コ であり,漸 近線は打=匡ヨ,ノ=匡コ の2つであ

る。さらに,この曲線と打軸との交点の打座標は匡コ,夕軸との交点のノ

とる通を
一

Ｂ
３

一２
Ａ点カ

□
(D茸

群
iテテを値の範囲を求め曳

0/し)=打2+芋-6χ一号+12をナで表せ。
(3)打 に関する方程式 /し )=α の実数解の個数を求めよ。ただし,α は実

数とする。またもし重解があればその個数は1とせよ。  (サ|1崎医大)

関数 夕=孝
製考子|は

χ=匡 コ で最大値 匡コ をと先 打=匡 コ で最小値

□ をとる。                       (上智大一法)

%>0の とき 1<マ/1+打<1+打 が成 り立つことを示せ。

0<打 <1に 対 して, を証明せよ。

(群馬大―医 ・教育)

(京大一文系)

2つの関数 ノ=71-方
2,関

数 夕=χ十1打―拷|のグラフが, 2点を共有する

ような実数々の範囲を求めよ。               (早大一商)

Д扮=歩元ンと‰ このと乱力こ答え曳
/(打)の 最大値を求めよ。また,そ のときの方の値を求めよ。

/位 )の 最小値を求めよ。また,そ のときの方の値を求めよ。

″財一２
＞財一３



三角関数と含成関数・逆関数
げ解答は 「解説と解答」p.9

■ この講座 のね らい■  〔「数学βの完全整理」p.14～19参 照〕

1.角 の大きさを表す従来の度数法の他に弧度法があることを知る。

2.三 角関数の微積分で用いられる弧度法に慣れる。

3.微 積分で重要な合成関数に慣れる。

4.概 念としてむずかしい逆関数をしっかり理解しておく。

5.三 角関数や合成関数の複雑さに慣れる。

方についての 2次方植まチミ万2_2筋 十(α
2_2)=0が 2つ の!芙数卸11覇

許ブ,花求棄万(0<θ
<→

許)を

もつとき,次 の問いに答えよ。ただし, αは正の定数である。

(1)θ およびαの値を求めよ。

(2)%を 正の整数 として,(12%+5)θ の余弦および正接の値を求めよ。           (岐阜薬大)

●解答への 〃
判pFwて 文卯C角 解法のPOl席

(1)解 と係数の関係から

面岸丁
十
蒜 封  〕 …① 百詩丁

・
蒜 封  〕 …②

①と②から,sin θ,cos θを消去すると

α2(〔   〕)=0

・・・ α=〔   〕 (・.・α>0)

このとき,

sin θ cos θ=〔     〕   ・・・  Sin 2θ=〔     〕
θ=〔  〕     ……固

(2) 2=(12%+5)θ=物T十〔     〕π

……□

←sin2θttcos2θ=1

←sln2θ =2sln θ cos θ

0<θ <二生から

.・. tan α=〔    〕 ……圏

∴∞sαく た《〔 》
=〔   〕(〔    〕)    ……固

←岳π=孝十寺
←sin (χ十夕)

=sinガ cosノ 十cos tt Sin夕

co s (打十ノ)

=COSガ COS夕~Sintt sinノ

tan lI十"=

５

度

ラジアン π 二
２

工
３

工
４

工
６



αは正の実数 とする。

/位 ) = _打
2 +免所, g位 ) =万十

孝
とする。

(1)打>0に おける g位)の とり得る値の範囲を求めよ。

(2)打 の関数 /(g(ガ))の 方>0に おける最大値を求めよ。 (日本医大)

(1)α>0,打>0で あるから,〔   〕平均と相乗平均の関係によって,

g位)=打十孝≧〔

・・. o(打)≧27〔   〕

等号は打=〔   〕のとき成り立つ。

また,打→十∞のとき,g位)→〔   〕であるから

o(打)≧〔   〕7〔   〕

●解答へのハ解 rOaC角

.・.α <4な らば 〔

α≧4なら,ゴ〔

また,

よって,

２ o(打)=すとおくと,

/(g(打))=/(サ)=―ナ2+2冴=一 (〔

ノ=/(サ)のグラフは右図のようになる。

ここで,ノ=/(サ)が最大値をとる点と

(1)のgし)の最小値の大小を調べる。

〔    〕7〔    〕一〔    〕

=〔   〕(〔   〕一〔   〕)

〕)2+〔

"…□

……固

〕<〔   〕

〕≦〔   〕

/ (α) =α
2 ,メ

( 2万あ) = - 4α+ 4α″

/0(打 ))の最大値は

{0<号畳1縁:魯 |

６

解法のF化対応
←α>0, b>0の とき,

α十う-2Ⅲ傷う
=(√所一√万)2≧0

∴ α十う≧√万丁

(相加平均)≧(相乗平均)

等号は α=う で成り立つ。

←/(o(打))
=_竹 位)}2+免暫竹)

=一(打十モチ)2+2α(打十
一孝う

ノ= 一 方
2 + 免

材

= 一 方( 打
~ 2 α

)
= ― ( 打

―α) 2 + α
2



三角関数と合成関数・逆関数

Д力 =斜 徒 だし 銃卜均Kの に… 次の陣 北 答え良

(1)/位 )と その逆関数が等しいための条件を求めよ。

(2)(1)のような /位 )で ,/(ク)=ク となるような物が 2点 あるための条件をいえ。

点の中点物を求めよ。

またその とき,そ の 2

(産業医大)

●解答へのハ例クruc角

0ノ =斜 とおいて,方 をノで表すあ

方 =

よって,/(打)の逆関数 /~1位)は

声<扮 =

/ (打) = / ~ 1位)となるのは/( /位) ) =打である。この左辺については

ДД翔 =僻 =

よつ毛 1 呂 FO■ 8
α十冴キ0の とき, α=冴, う=c=0と なりα冴―うc<0に 反する。

よって,求 める条件は 〔   〕=0(た だしα冴一あc<0)   ……固

(2)(1)から

Дガ=    《 脇 刈

/(物)=ク を物の降べきの順に整理すると

〔        〕= 0

③が異なる2実数解は 〔  〕キ0,判房U式孝
=〔  〕>0

よって,求 める条件は       〔    〕

このとき,③ の解をα,β とすると,

物=響=〔    〕 ……固

解法のPOl応

←    ノ=メ (I) … …①

の逆関数 :

まず,労 をノで解 き,
I=メ

~1(ジ
)

次に, 打 と夕を入れかえる。

ジ=メ 1( I )   ………②

①のグラフと②のグラフは y=打
に関して線対称である。

←α冴一あc<0

←α.2 + b l t t  c = 0

が異なる 2実 数解 をもつ条件は

αキ0,D=b2_4α c>0

さらに,解 を 2, β とす ると,

αttβ=一モ算 αβ=号

７



筋
一５

ｎ

(C解答は 「解説と解答」p.11)

働 方程式 為 h竹 十d一 β たぃ打十
三嘉

- 2 = 0悌 打を,

0≦方<π の範囲で求めよ。               (日本大―歯)

(2)sin θ ttcos θ=早    (0<θ<π)を みたす θを求めよ。

(岩手医大一医)

十cos
筋
一６

の周期を求めよ。 (自治医大)

次の不等式をみたす打の範囲を求めよ。ただし,0≦ 打<2π とする。

Gh方_sh3,2+にos打~COS3ガ2≧名

/(サ)=冴
2+あナ十c,g(打)=夕打十?と おいたとき,

91(/(o(打)))=打
2+/と なるためには,夕=匡コ,?=匡 ヨ でなくてはなら

ない。ここで,α,あ,c,少,?,/は 定数 (αキ0,少キ0)である。

/(打)=打
2+筋 十あ

を求めよ。

(東京工芸大)

は2/′(/位))+1=/(/′(χ))をみたすものとする。/(3)

(自治医大)

‖inf5

□ sin2打十cos物=1

2sin θ cos θ=sin2θ

(sin θttcos θ)2主二十sin2θ

sin θttcos θ>0に 注意。

□ %が整数のとき

sin(打+2%打 )=sin打

cos(ィ+2%か =cosガ

2π を基本周期 という。

団 0≦2χ<4打 に注意。

四 固

筋2+筋 十c=0が 恒等式

⇔ α=う= c = 0

さらに,

働′十放 十c

=α竹2+う′
打十c′

←=)α =α′
, あ=う

′
, c=c′

帥 封色α杉言樹

E711絆=マ十毛干争
から,逆 関数が存在するために

は     う一αcキ0

□ 夕=/位 +4)の グラフは,

ノ=/(ガ)の グラフを打軸の正

方向に -4平 行移動したもの。

□  o(ズ)=/~1(打)

′(打)=乃
~1(ィ

)

0≦労≦1で 定義された関数 /位 )=1物 -11に ついて,

(1)ノ=/(/し ))の グラフをかけ。

(2)/(/(/(ィ)))=打 となる方の個数を求めよ。

(東邦大―医)

(北大)

日
酸 穴つ 端 半

の調 数 声0 =Д か であるため明 郵 分条件を

求めよ。また,こ の条件をみたすとき,/3位 )=メ (%)で あることを示せ。

ただし,/2(打)=/ケ位)),/3(打)=/(/2(%))を表すものとする。

(徳島文理大―薬)

□ 穴か治のと乱ДДガ)=□4Дガ碗関数は □ ДДか =絵

/~1(打)=匡コ である。 (昭和薬大)

ほ曰] Д 項 ' 2 種 ‖
' 同 = Д打十つ とす礼 灰ガ= 的 とおくとき

(自治医大)

とし,g(0)=5と する。/(2打+1)=乃 (ガ)と し,

とするとき,′(0)を求めよ。    (自治医大)

ん(0)を求めよ。

/位 )の 逆関数を g(ガ)

ん(折)の 逆関数を ア(%)




